
釧路工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 日本語表現技法
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 建設・生産システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 配布資料、参考図書「ロンリのちから」（三笠書房）、「アカデミック・スキルズ」（慶應義塾大学出版会）、「はじ
めよう！　科学コミュニケーション」（ナカニシヤ出版）

担当教員 舘下 徹志
到達目標
研究活動の充実を図るうえで必要な日本語の運用能力、特に論理的思考に基づく効果的な口頭発表の技法を身につけ、実践することを目標とす
る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
聴衆の理解と共感を得られる発表
内容の実践

聴衆に新たな知見を得ることの喜
びを提供する、論理的かつ効果的
な口頭発表ができる。

聴衆が理解可能な口頭発表ができ
る。

聴衆にとっては理解不能な口頭発
表しかできない。

評価項目2
内容の伝達を助ける技法の工夫

聴衆の理解を助けるための適切な
技法の実践が至るところに確かめ
られ、効果をもたらしている。

口頭発表における技法的工夫を意
識した実践であることが分かる。

対他意識が欠如した、自己本位の
表現に終始している。

評価項目3
聴衆の疑問に対する適切な応答

疑問の背景を察知し、理解を深め
る新たな情報を付加した応答がで
きる。

疑問の中心を理解し、それに向け
た応答ができる。

疑問の内容を理解できず応答でき
ないか、故意にはぐらかした応答
しかできない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 Ｆ
JABEE f
教育方法等
概要 口頭発表の実践と相互批評をとおして、聴衆にとってわかりやすく有意義な発表の構成方法と言語的・非言語的技法を

身につける。

授業の進め方・方法
設定された制限時間のなかで実践できる最も効果的な口頭発表とは、どのような内容と技法に支えられるのかを追究す
る。口頭発表の回数は３回を予定している。相互に批評し合い、技法を向上させる。発表後および最終週にレポートの
提出を求める。自学自習の中心は、口頭発表のための調査や準備となるが、参考図書や他の文献を読み、表現全般につ
いて見識を深めることを期待する。

注意点
発表者は聴衆を説得するだけの論理性に支えられた内容を準備するとともに、伝えようとする意欲を表現する必要があ
る。また、聴き手としての言語能力が試される場でもある。質疑応答や相互批評では、積極的で誠実な発言が求められ
る。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
口頭発表について（1）

授業の到達目標、教育方法が理解できる。
口頭発表の目的、効果について理解できる。

2週 口頭発表について（2） 口頭発表の構成、技法について理解できる。
3週 口頭発表（演習1-1） 口頭発表の基本をふまえた実践ができる。
4週 口頭発表（演習1-2） 口頭発表の基本をふまえた実践ができる。
5週 口頭発表（演習1-3） 口頭発表の基本をふまえた実践ができる。
6週 口頭発表（演習1-4） 口頭発表の基本をふまえた実践ができる。
7週 口頭発表（演習2-1） 論理的かつ効果的な口頭発表ができる。
8週 口頭発表（演習2-2） 論理的かつ効果的な口頭発表ができる。

2ndQ

9週 口頭発表（演習2-3） 論理的かつ効果的な口頭発表ができる。
10週 口頭発表（演習2-4） 論理的かつ効果的な口頭発表ができる。
11週 口頭発表（演習3-1） 聴衆の理解と共感が得られる口頭発表ができる。
12週 口頭発表（演習3-2） 聴衆の理解と共感が得られる口頭発表ができる。
13週 口頭発表（演習3-3） 聴衆の理解と共感が得られる口頭発表ができる。
14週 口頭発表（演習3-4） 聴衆の理解と共感が得られる口頭発表ができる。

15週 実践を振り返って（1） 自他の実践を客観的に分析し、批評することができる
。

16週 実践を振り返って（2） 自他の実践を客観的に分析し、批評することができる
。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 60 0 0 40 0 100
基礎的能力 0 60 0 0 40 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


